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月
22
日
、志
津
川
魚
市
場
が
7
月
23
日
だ
っ
た
。

4
月
末
ま
で
の
水
揚
量
が
震
災
後
最
多
で
、
同

時
期
ま
で
の
単
価
は
前
年
を
下
回
る
こ
と
も

あ
っ
た
が
、以
降
は
7
月
中
旬
ま
で
50
〜
1
0
0

円
程
度
高
く
推
移
し
た（
図
2
）。

　

収
獲
量
が
1
割
増
え
て
も
単
価
が
2
割
上
昇

し
た
要
因
は
、加
工
業
者
ら
の
買
い
付
け

意
欲
が
旺
盛
だ
っ
た
こ
と
。
関
係
者
に
よ

る
と
、そ
の
背
景
は
、①
巣
ご
も
り
消
費

等
か
ら
冷
凍
在
庫
が
2
0
2
0
年
末
ま
で

に
ほ
ぼ
払
底
し
た
、②
秋
サ
ケ
漁
が
引
き

続
き
不
振
だ
っ
た
︱
な
ど
。
①
に
つ
い
て

補
足
す
る
と
、
前
期
の
場
合
、コ
ロ
ナ
禍

で
外
食
需
要
の
急
減
が
起
き
、チ
リ
産
冷

凍
ギ
ン
ザ
ケ
の
輸
入
も
増
え
る
見
通
し

だ
っ
た
た
め
、加
工
業
者
ら
は
慎
重
な
買

い
付
け
に
。
と
こ
ろ
が
、巣
ご
も
り
需
要

に
よ
っ
て
冷
凍
サ
ケ
は
予
想
以
上
に
売

れ
、量
販
店
へ
の
チ
ャ
ネ
ル
も
拡
充
さ
れ

た
こ
と
か
ら
、今
期
は
積
極
的
な
買
い
付

け
に
転
じ
た
と
い
う
分
析
で
あ
る
。
ち
な

み
に
、チ
リ
産
冷
凍
ギ
ン
ザ
ケ（
ド
レ
ス
）の

輸
入
は
、2
0
1
9
年
7
月
〜
2
0
2
0

年
6
月
期
が
10
万
5
7
7
2
t（
平
均
単

価
5
9
7
円
／
㎏
）、2
0
2
0
年
7
月
〜

2
0
2
1
年
6
月
期
が
11
万
2
8
7
7
t

（
同
5
1
4
円
／
㎏
）だ
っ
た
。

　

宮
城
ギ
ン
ザ
ケ
の
来
期
の
生
産
計
画

（
経
営
体
数
な
ど
）は
ま
だ
固
ま
っ
て
い

な
い
が
、今
期
の
好
値
か
ら
生
産
者
は
意

欲
的
と
考
え
ら
れ
る
。
内
水
面
で
の
ス
モ

ル
ト
生
産
も
順
調
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

�

（
編
集
部
）

　

宮
城
県
下
で
の
2
0
2
1
年
シ
ー
ズ
ン

（
2
0
2
0
年
秋
〜
2
0
2
1
年
夏
）の
ギ
ン
ザ

ケ
海
面
養
殖
は
、前
年
と
同
数
の
59
経
営
体
、前

年
よ
り
7
台
多
い
2
2
7
生
簀
で
行
わ
れ
、収
獲

量
は
前
年
比
1
1
1
％
の
1
万
5
8
0
9
t
、平

均
単
価
は
同
1
1
9
％
の
5
6
2
円
、金
額
で
同

1
3
2
％
の
88
億
82
百
万
円
だ
っ
た
。
東
日
本

大
震
災
後
の
収
獲
量
と
金
額
は
、2
0
1
8
年
の

1
万
5
9
8
2
t
と
90
億
62
百
万
円
が
最
多
だ

が
、そ
れ
に
次
ぐ
も
の
で
、平
均
単
価
は
再
生
産

価
格
に
戻
っ
た
と
見
ら
れ
る（
図
1
）。

　

今
期
の
成
育
は
概
ね
順
調
で
、成
長
倍
率（
成

魚
収
獲
量
／
稚
魚
導
入
量
）は
1
2
.
4
倍（
前

期
は
1
2
.
5
倍
）。
水
揚
げ
開
始
は
、
女
川
魚

市
場
が
3
月
10
日
、石
巻
魚
市
場
が
3
月
12
日
、

志
津
川
魚
市
場
が
3
月
17
日
。
最
終
水
揚
げ
は
、

女
川
魚
市
場
が
7
月
24
日
、石
巻
魚
市
場
が
7

【Data】

2021年の宮城ギンザケ水揚げ実績
  〜前年比1割増の1万5809t、単価は2割高の562円/㎏〜

図１　東日本大震災後（2012年〜）の年別水揚量と単価
宮城県漁協調べ
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図２　宮城ギンザケの旬別水揚量と単価（速報値）
宮城県漁協調べ　　※グラフの数値にはトラウトも僅かに含まれている。
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で
ど
ち
ら
も
可
能
、海
面
養
殖
で
は
後
者
の
み
が

電
照
で
可
能
と
考
え
ら
れ
る
が
、実
用
化
で
き
れ

ば
天
然
個
体
の
産
卵
期（
品
薄
期
）に
高
価
格
で

出
荷
可
能
と
な
る
は
ず
だ
。

緑
色
L
E
D
光
を
用
い
た
ホ
シ
ガ
レ
イ
促
成

養
殖
に
つ
い
て

清
水
大
輔
氏

（
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

水
産
技
術
研
究
所
）

　

東
日
本
大
震
災
で
被
災
し
た
東
北
沿
岸
地
域

の
漁
業
・
経
済
活
性
化
、津
波
に
よ
る
浸
水
地
域

の
有
効
利
用
な
ど
の
観
点
か
ら
、冷
水
性
の
高
級

魚
ホ
シ
ガ
レ
イ
の
成
長
を
促
進
で
き
る
陸
上
養

殖
技
術
の
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

そ
の
核
と
な
る
技
術
は
、
飼
育
水
槽
お
よ
び

収
容
魚
群
に
緑
色
L
E
D
光
を
照
射
す
る
こ
と

で
、す
で
に
ヒ
ラ
メ
で
は
効
果
が
知
ら
れ
て
い
る
。

飼
育
試
験
の
結
果
、ホ
シ
ガ
レ
イ
で
も
食
用
亢
進

作
用
、成
長
促
進
効
果
が
認
め
ら
れ
、養
殖
期
間

を
2
年
か
ら
1
年
に
短
縮
で
き
る
こ
と
が
窺
わ

れ
た
。
メ
ラ
ニ
ン
凝
集
ホ
ル
モ
ン（
M
C
H
）遺
伝

子
の
発
現
も
確
認
さ
れ
、
食
用
亢
進
作
用
と
の

関
わ
り
が
考
え
ら
れ
た
。
緑
色
L
E
D
光
照
射

に
よ
る
品
質
面
へ
の
影
響
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
勉
強
会
の
事
務
局
を
務
め
て
い
る
荒
井

大
介
氏（
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

水
産
技
術
研

究
所
）に
よ
る
趣
旨
説
明
も
あ
り
、そ
の
中
で
、「
世

界
の
サ
ー
モ
ン
養
殖
は
寡
占
化
状
態
、日
本
は
地

域
ブ
ラ
ン
ド
戦
国
時
代
の
様
相
。
国
産
サ
ー
モ
ン

は
外
国
産
と
の
差
別
化
、そ
の
た
め
の
技
術
が
必

要
で
は
な
い
か
」旨
の
問
題
提
起
も
な
さ
れ
た
。

�

（
編
集
部
）

　
水
産
増
養
殖
産
業
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
主
催
の
標
記
勉
強
会
が
、8

月
10
日
、オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
下
記
4
題
の
講
演
と
質
疑
応
答
な
ど
が
な

さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
を
抜
粋
的
に
紹
介

す
る
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
グ
ロ
ー
バ
ル
・

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
展
開

廣
田
将
仁
氏

（
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

開
発
調
査
セ
ン
タ
ー
）

　

輸
出
産
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
サ
ー
モ
ン
養
殖
で
は
、世
界
市
場
で
の
シ
ェ
ア

拡
大
の
た
め
に
国
際
競
争
力
を
高
め
る
意
図
か

ら
、大
資
本
の
傘
の
下
、養
殖
生
産
と
資
材
・
加

工
・
物
流
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
な
ど
の
関
連
事
業

を
統
合
的
に
機
能
さ
せ
る
と
と
も
に
、生
産
管
理

な
ど
を
標
準
化
す
る
こ
と
で
、ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ

ト
や
グ
ロ
ー
バ
ル
な
拠
点
展
開
を
実
現
し
て
き

た
。一
方
、日
本
の
ブ
リ
類
養
殖
な
ど
の
主
な
意

識
は
国
内
シ
ェ
ア
の
獲
得
に
あ
り
、養
殖
生
産
と

関
連
事
業
は
分
業
体
制
を
と
っ
て
き
た
。

　

た
だ
し
、ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
含
む
欧
米
の
サ
ー
モ

ン
養
殖
に
お
い
て
も
、最
近
は
、関
連
事
業
部
門

の
一
部
を
売
却
す
る
な
ど
、戦
術
の
変
化
も
窺
わ

れ
る
。

光
周
期
を
利
用
し
た
在
来
サ
ー
モ
ン
の

成
熟
抑
制

泉
田
大
介
氏

（
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

水
産
資
源
研
究
所
）

　

国
内
で
の
ギ
ン
ザ
ケ
等
の
海
面
養
殖
で
は
、収

獲
前
に
成
熟
が
始
ま
っ
て
成
長
が
停
滞
す
る
、成

熟
し
て
商
品
に
な
ら
な
い
と
い
っ
た
事
象
が
見

ら
れ
て
い
る
。
ギ
ン
ザ
ケ
よ
り
産
卵
期
が
早
い
サ

ク
ラ
マ
ス
は
、そ
の
た
め
に
成
長
停
滞
も
早
い
。

　

そ
こ
で
、サ
ク
ラ
マ
ス
と
ベ
ニ
ザ
ケ
に
つ
い
て
、

ど
う
す
れ
ば
成
熟
を
抑
制
で
き
る
か
、
な
ど
を

調
べ
た
。
結
果
、ベ
ニ
ザ
ケ
で
は
長
日
化
で
成
熟

が
始
ま
っ
て
短
日
化
で
加
速
す
る
こ
と
が
分

か
っ
た
。
ま
た
、サ
ク
ラ
マ
ス
、ベ
ニ
ザ
ケ
と
も
に

前
年
夏
か
ら
の
長
日
処
理
で
成
熟
抑
制
が
可
能

だ
っ
た
。
実
用
化
に
は
、コ
ス
ト
や
手
間
な
ど
の

点
か
ら
も
過
不
足
の
な
い
長
日
処
理
期
間
な
ど

を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
育
種
に
よ
る

成
熟
抑
制
も
可
能
だ
が
、
実
現
に
は
年
月
を
要

す
る
。

光
周
期
を
利
用
し
た
ウ
ニ
の
成
熟
抑
制

鵜
沼
辰
哉
氏

（
水
産
研
究
・
教
育
機
構 

水
産
資
源
研
究
所
）

　

ウ
ニ
は
生
殖
巣
が
商
品
と
な
る
が
、生
殖
小
嚢

（
生
殖
巣
の
粒
々
）は
生
殖
細
胞
と
栄
養
細
胞（
卵

と
精
子
を
つ
く
る
た
め
の
栄
養
を
貯
蔵
す
る
体

細
胞
）か
ら
成
り
、食
材
と
し
て
の
品
質
を
支
え

て
い
る
の
は
後
者
だ
。
成
熟
す
る
と
生
殖
細
胞
の

割
合
が
増
し
、苦
味
・
雑
味
、水
っ
ぽ
さ
、萎
縮
な

ど
が
生
じ
る
。そ
こ
で
、キ
タ
ム
ラ
サ
キ
ウ
ニ
を
用

い
て
光
周
期
調
整
に
よ
る
成
熟
抑
制
を
試
み
た
。

　

結
果
、ま
ず
、夏
至
の
頃
か
ら
の
日
長
減
少
が

成
熟
を
促
す
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
を
逆
手
に

と
れ
ば
成
熟
を
抑
制
で
き
る
と
考
え
、様
々
な
条

件
を
試
し
た
と
こ
ろ
、最
も
有
効
だ
っ
た
の
は
冬

至
の
日
長
も
し
く
は
全
日
暗
期
と
す
る
こ
と
、次

い
で
全
日
明
期
も
し
く
は
日
長
を
増
加
さ
せ
る

こ
と
だ
っ
た
。
陸
上
養
殖
で
は
電
照
お
よ
び
遮
光

【トピック】

光制御による成熟抑制や成長促進効果を紹介
  〜第4回サーモン・陸上養殖勉強会より〜
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本
年
4
月
か
ら
全
国
養
鱒
技
術
協
議

会
の
運
営
委
員
長
を
務
め
て
お
り
ま
す

静
岡
県
水
産
・
海
洋
技
術
研
究
所
富
士
養

鱒
場
の
野
田
浩
之
と
申
し
ま
す
。
全
国
養

鱒
振
興
協
会
お
よ
び
会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
本
協
議
会
へ
の

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
協
議
会
は
現
在
21
都
道
県
の
水
産

研
究
機
関
が
会
員
と
な
り
、養
鱒
業
の
振

興
を
目
的
に
現
場
で
役
立
つ
技
術
開
発
や

課
題
へ
の
対
応
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の

4
月
か
ら
令
和
3
～
4
年
度
に
お
け
る

役
員
体
制
が
変
わ
り
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク

毎
の
運
営
委
員
は
、
北
ブ
ロ
ッ
ク（
青
森

県
）、
東
ブ
ロ
ッ
ク（
山
梨
県
、
長
野
県
）、

中
ブ
ロ
ッ
ク（
静
岡
県
、
岐
阜
県
）、
南
ブ

ロ
ッ
ク（
兵
庫
県
）で
、こ
の
う
ち
静
岡
県

が
運
営
委
員
長
、山
梨
県
が
副
運
営
委
員

長
を
務
め
ま
す
。

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
9
月
末
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
流

行
の
第
5
波
が
収
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す

が
、過
去
4
回
の
流
行
よ
り
も
感
染
者
数

も
死
亡
者
数
も
多
く
、全
国
的
に
緊
急
事

態
宣
言
や
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が

長
引
く
な
か
、会
員
皆
様
の
経
営
に
は
多

大
な
る
影
響
が
続
い
て
い
る
こ
と
と
存
じ

ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
本
協
議
会
の

活
動
も
例
年
と
は
異
な
る
対
応
を
せ
ざ
る

を
得
な
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

⑴
大
会
の
延
期

　

こ
の
よ
う
な
中
、通
常
は
5
月
に
東
京

都
で
開
催
す
る
運
営
委
員
会
を
オ
ン
ラ
イ

ン
会
議
に
て
開
催
し
、今
年
度
の
活
動
計

画
に
つ
い
て
協
議
を
行
い
ま
し
た
。
昨
年

度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
に
よ
り
延
期
に
な
っ
て
い
た
第
45
回

大
会
で
す
が
、開
催
地
で
あ
る
岐
阜
県
に

お
い
て
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
開
催
に
向
け
た
準

備
が
行
わ
れ
て
き
た
も
の
の
、全
国
的
な

感
染
者
の
増
加
と
岐
阜
県
へ
の
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
の
適
用
に
よ
り
、残
念
な

が
ら
再
度
延
期
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。昨
年
同
様
、大
会
で
発
表
予
定
で
あ
っ

た
課
題
研
究
の
疾
病
実
態
調
査
お
よ
び

種
卵
種
苗
調
査
の
と
り
ま
と
め
結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、製
本
し
て
各
会
員
等
に
配

布
い
た
し
ま
す
。部
会
活
動
と
し
て
は「
魚

病
対
策
研
究
部
会
」と「
養
殖
技
術
部
会
」

の
2
部
会
の
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。

⑵
魚
病
対
策
研
究
部
会

　

部
会
を
6
月
に
書
面（
電
子
メ
ー
ル
）

会
議
で
開
催
し
、
せ
っ
そ
う
病
・
ビ
ブ
リ

オ
病
等
原
因
菌
の
薬
剤
感
受
性
試
験
、養

殖
サ
ケ
科
魚
類
の
疾
病
実
態
調
査
、魚
病

に
関
す
る
情
報
交
換
な
ど
を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
直
面
す
る
課
題
に

つ
い
て
連
絡
試
験
を
行
う
べ
く
調
整
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

⑶
養
殖
技
術
部
会

　

部
会
を
6
月
に
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
で
開

催
し
ま
し
た
。
養
殖
技
術
部
会
は
近
年
、

低
魚
粉
飼
料
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
魚
粉
削
減
分
を
チ
キ
ン
ミ
ー

ル
に
置
き
換
え
た
飼
料
や
、植
物
性
原
料

や
油
脂
に
置
き
換
え
た
飼
料
で
飼
育
試

験
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
ち
ら
の
飼
料
に

つ
い
て
も
有
効
性
を
確
認
し
て
お
り
、
令

和
2
年
度
に
は
日
本
養
魚
飼
料
協
会
お

よ
び
会
員
様
宛
に
低
魚
粉
飼
料
の
普
及

要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　

令
和
3
年
度
は
給
餌
率
表
の
検
証
に

か
か
る
連
絡
試
験
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
本
協
議
会
で
は
、
マ
ス
類
の
適
正

給
餌
量
の
目
安
と
な
る
ラ
イ
ト
リ
ッ
ツ
給

餌
率
表
の
検
証
試
験
を
昭
和
30
年
代
後

半
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
時
か

ら
60
年
が
経
過
し
、当
時
と
比
べ
て
配
合

飼
料
の
質
が
変
化
し
て
い
る
可
能
性
を
踏

ま
え
、同
給
餌
率
表
が
現
在
の
飼
料
に
お

い
て
も
有
効
で
あ
る
か
を
予
備
的
に
検
討

す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑷
課
題
研
究

　
「
ニ
ジ
マ
ス
・
在
来
マ
ス
類
等
の
疾
病
実

態
調
査
」、「
全
国
サ
ケ
科
魚
類
種
卵
・
種

苗
の
生
産
状
況
調
査
」は
今
年
度
も
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。
会
員
県
の
職
員
が
現

地
あ
る
い
は
電
話
で
話
を
お
聞
き
し
た

り
、ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
お
願
い
し
た
り

す
る
機
会
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
と
も
本
協
議
会
は
貴
協
会
と
歩

調
を
合
わ
せ
養
鱒
業
の
振
興
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
静
岡
県
水
産
・
海
洋
技
術
研
究
所
富
士

養
鱒
場
々
長
）

【
養
鱒
技
術
協
議
会
便
り
】

大
会
の
延
期
と
今
年
度
の
活
動
に
つ
い
て

全
国
養
鱒
技
術
協
議
会 

運
営
委
員
長　

野
田　

浩
之
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【
養
魚
飼
料
協
会
便
り
】

養
魚
飼
料
と
養
殖
の

将
来
ビ
ジ
ョ
ン

一
般
社
団
法
人
日
本
養
魚
飼
料
協
会

戻
り
つ
つ
あ
る
賑
わ
い

　

日
頃
よ
り
当
協
会
加
盟
各
社
の
マ
ス
類

用
配
合
飼
料
を
ご
愛
用
い
た
だ
き
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お

借
り
し
て
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
も
昨
年
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
翻

弄
さ
れ
て
お
り
、
皆
様
は
も
と
よ
り
各
業

界
と
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。し

か
し
な
が
ら
、こ
こ
に
き
て
諸
外
国
に
比
べ

出
遅
れ
た
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
順
調
に
進
み
、

そ
の
進
捗
と
共
に
日
々
の
感
染
者
数
も
減

少
し
、
緊
急
事
態
宣
言
お
よ
び
ま
ん
延
防

止
等
重
点
措
置
は
9
月
30
日
を
も
っ
て
す

べ
て
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
外
食
や
観
光
、各

種
イ
ベ
ン
ト
等
の
制
限
も
緩
和
さ
れ
、そ
れ

に
伴
い
人
出
も
増
加
し
、
観
光
地
や
飲
食

店
も
賑
わ
い
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

特
に
観
光
地
で
の
消
費
が
大
き
い
淡
水
魚

に
と
っ
て
は
朗
報
と
言
え
ま
す
。

　

と
は
言
え
、こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
昨

年
来
、歴
史
の
あ
る
老
舗
料
亭
は
じ
め
相
次

1
0
4
・
5
％
）で
し
た
。

　

一
方
、
1
～
9
月
の
海
面
用

養
魚
飼
料
生
産
量
は
、
そ
の
他

海

面

用

を

含

め

て

26
万
2
4
4
8
ｔ（
前
年
同
期

比
99
・
6
％
）で
、
特
に
ブ
リ
類

用
が
同
91
％
と
減
少
し
た
こ
と

が
目
立
ち
ま
す
。
ギ
ン
ザ
ケ
用

は
1
万
8
4
9
8
ｔ
（
同

1
0
8
・
3
％
）、
養
魚
飼
料
全

体
で
は
30
万
4
7
3
8
ｔ
で
同

99
・
5
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

養
魚
飼
料
の
主
原
料
で
あ
る

魚
粉
に
つ
い
て
は
、
主
産
地
・
ペ

ル
ー
北
中
部
の
2
0
2
1
年
前

期
ア
ン
チ
ョ
ビ
漁
獲
量
が

2
4
6
・
1
万
ｔ
（
漁
獲
枠
の

98
・
1
％
）で
し
た
。
後
期
漁
の

資
源
調
査
は
終
了
し
、
海
洋
環

境
調
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
、
そ
の
結
果
を
基
に
漁
獲
枠

が
発
給
さ
れ
11
月
中
旬
に
は
解

禁
に
な
る
模
様
で
す
。
漁
獲
枠

は
1
5
0
～
2
0
0
万
ｔ
程
度

と
噂
さ
れ
て
い
ま
す
が
、ど
の
程

度
に
落
ち
着
く
か
の
見
通
し
は

立
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

ペ
ル
ー
産
魚
粉
相
場
は
中
国

の
動
向
に
大
き
く
左
右
さ
れ
ま

す
が
、そ
れ
に
加
え
て
、今
年
は

コ
ロ
ナ
禍
で
港
湾
荷
役
人
不
足

に
よ
る
滞
貨
、
海
上
コ
ン
テ
ナ

不
足
、海
上
運
賃
の
大
幅
上
昇
、

到
着
遅
れ
等
も
今
後
の
相
場
に

ぐ
大
小
飲
食
店
の
廃
業
等
の
ニ
ュ
ー
ス
に

接
す
る
こ
と
が
多
く
、こ
れ
か
ら
ど
う
な
る

の
か
懸
念
が
残
り
ま
す
。
特
に
東
京
で
は
、

貴
重
な
川
魚
料
理
の
名
店「
川
甚
」が
今
年

1
月
に
創
業
2
3
1
年
の
歴
史
に
幕
を
下

し
た
こ
と
は
食
文
化
の
継
承
の
観
点
か
ら

も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
緊
急
事
態
宣
言

は
解
除
さ
れ
ま
し
た
が
、感
染
力
の
強
い
変

異
株
の
出
現
や
第
6
波
の
恐
れ
も
あ
り
ま

す
の
で
、気
を
緩
め
ず
、基
本
的
な
感
染
対

策
の
徹
底
と
継
続
が
重
要
と
思
い
ま
す
。

養
魚
飼
料
と
魚
粉
の
生
産
動
向

　

さ
て
、
今
年
1
～
9
月
累
計
の
当
協
会

加
盟
各
社
の
淡
水
用
養
魚
飼
料
生
産
量
は
、

マ
ス
類
用
飼
料
︱
8
3
4
4
ｔ（
前
年
同
期

比
1
0
6
％
）、ウ
ナ
ギ
用
︱
2
万
4
0
4
2

ｔ（
同
1
0
9
・
2
％
）、ア
ユ
用
︱
5
6
8
4

ｔ（
同
94
・
7
％
）、コ
イ
用
︱
3
5
2
9
ｔ

（
同
94
・
4
％
）で
、そ
の
他
淡
水
用
を
含
め

淡
水
魚
用
全
体
は
4
万
2
2
9
0
ｔ（
同

ものを、使いましょう。

中 部 飼 料 株 式 会 社
株式会社ニチモウマリカルチャー
日 清 丸 紅 飼 料 株 式 会 社
日 本 農 産 工 業 株 式 会 社
林 兼 産 業 株 式 会 社
フ ィ ー ド・ ワ ン 株 式 会 社

〈五十音順〉

〈加盟会社名〉
あすかアニマルヘルス株式会社
伊 藤 忠 飼 料 株 式 会 社
金 子 産 業 株 式 会 社
昭 和 産 業 株 式 会 社
水 産 油 脂 協 議 会
全 国 漁 業 協 同 組 合 連 合 会
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影
響
す
る
も
の
と
思
わ
れ
、
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

養
殖
業
成
長
産
業
化
総
合
戦
略
に
つ
い
て

　

世
界
で
は
新
興
国
を
中
心
に
水
産
物
需

要
が
高
ま
っ
て
お
り
、1
人
当
た
り
の
消
費

量
は
過
去
半
世
紀
で
2
倍
に
増
加
、
そ
の

ペ
ー
ス
は
衰
え
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
す
。

国
内
で
の
消
費
量
は
世
界
平
均
を
上
回
っ

て
は
い
る
も
の
の
、50
年
前
の
水
準
ま
で
低

下
し
て
い
ま
し
た
が
、昨
年
の
1
世
帯
当
た

り
年
間
魚
介
類
購
入
量
は
23
・
9
㎏
で
前

年
比
4
％
増
と
、
18
年
振
り
に
前
年
を
上

回
り
ま
し
た
。
要
因
は
、コ
ロ
ナ
禍
で
外
食

支
出
は
減
っ
た
も
の
の
家
庭
向
け
需
要
が

伸
び
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
的
な
水
産
物
の
需
要
拡
大
に
伴
っ

て
養
殖
生
産
量
や
水
産
物
貿
易
は
拡
大
し

て
お
り
、
横
ば
い
傾
向
の
漁
船
漁
業
に
比

較
し
て
養
殖
生
産
量
は
急
伸
し
て
い
ま
す
。

我
が
国
で
は
、
水
産
物
の
国
内
外
の
需
要

を
見
据
え
て
、生
産
か
ら
販
売
・
輸
出
に
至

る
総
合
戦
略
を
立
て
る
べ
く
産
学
官
18
名

の
協
議
委
員
で
構
成
さ
れ
る
養
殖
業
成
長

産
業
化
推
進
協
議
会（
＊
）を
2
0
1
9
年

7
月
に
立
ち
上
げ
、
2
0
2
0
年
7
月
に

は
養
殖
業
成
長
産
業
化
総
合
戦
略
を
策
定

し
ま
し
た
。

　

養
殖
業
成
長
産
業
化
推
進
協
議
会
は
、

2
0
1
9
年
7
月
22
日
の
第
1
回
を
皮
切

り
に
、
2
0
2
1
年
6
月
30
日
に
は
第
7

回
目
の
会
議
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
第

1
〜
4
回
会
議
の
給
餌
養
殖
の
議
論
を
踏

ま
え
、
第
5
回
会
議
で
は
戦
略
的
養
殖
品

が
高
い
ハ
ー
ド
ル
を
乗
り
越
え
、

業
界
発
展
の
た
め
に
行
動
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

　

今
、
世
界
中
で
サ
ケ
マ
ス
類

を
は
じ
め
カ
ン
パ
チ
や
ヒ
ラ
マ

サ
の
大
規
模
養
殖
が
計
画
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、我
が
国
の
輸
出

戦
略
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね

ず
、さ
ら
に
、国
内
で
の
大
規
模

な
陸
上
養
殖
の
動
向
や
各
地
で

広
が
り
を
み
せ
る
サ
ケ
マ
ス
類

の
生
産
計
画
や
拡
大
計
画
に
つ

い
て
も
、
今
後
の
動
向
を
注
視

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
々
養
魚
飼
料
業
界
も
、
低

魚
粉
飼
料
の
普
及
、
魚
粉
に
代

わ
る
新
原
料
の
開
発
、
コ
ス
ト

低
減
等
多
く
の
課
題
を
抱
え
て

い
ま
す
が
、
皆
様
に
協
力
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、一
つ
一
つ
解
決

し
て
い
く
所
存
で
す
。

　

今
後
と
も
、
ご
協
力
、
ご
指

導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
と
共
に
、
貴
協
会
並
び
に
養

鱒
業
界
の
発
展
と
コ
ロ
ナ
禍
か

ら
の
解
放
を
祈
念
し
、
本
稿
を

終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

＊
養
殖
業
成
長
産
業
化
推
進
協
議

会
の
詳
細
は
下
記
水
産
庁
H
P
を

参
照
く
だ
さ
い
。

https://w
w
w.jfa.m

aff.go.jp/j/
saibai/yousyoku/seityou_19.htm

l

目
の
2
0
3
0
年
生
産
目
標
が
示
さ
れ
ま

し
た
。
す
な
わ
ち
、2
0
1
8
年
比
で
ブ
リ

類
が
10
万
ｔ
増
の
24
万
ｔ
、マ
ダ
イ
が
6
万

ｔ
増
の
11
万
ｔ
、ク
ロ
マ
グ
ロ
は
変
わ
ら
ず

2
万
ｔ
、サ
ケ
マ
ス
類
が
2
万
ｔ
増
の
3
〜

4
万
ｔ
、ハ
タ
類
等
の
新
魚
種
は
0
か
ら
1

〜
2
万
ｔ
増
で
す
。
同
時
に
ブ
リ
類
と
マ

ダ
イ
の
輸
出
目
標
額
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

第
5
回
以
降
の
会
議
で
は
ホ
タ
テ
ガ
イ

や
カ
キ
等
の
無
給
餌
養
殖
に
つ
い
て
の
議

論
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
目
標

実
現
に
は
、種
苗
と
飼
料
の
供
給
、養
殖
技

術
の
向
上
、疾
病
対
策
、環
境
改
善
、養
殖

施
設
の
拡
充
等
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
問
題
が
多
々
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
他
に「
農
林
水
産
物
･
食
品
の
輸
出

拡
大
実
行
戦
略
」や「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
」
が
あ
り
、
後
者
で
は
、

2
0
5
0
年
ま
で
に
、①
ブ
リ
、カ
ン
パ
チ
、

ク
ロ
マ
グ
ロ
、ニ
ホ
ン
ウ
ナ
ギ
の
人
工
種
苗

比
率
を
1
0
0
％（
魚
類
養
殖
全
体
で

80
％
）
に
す
る
、
②
配
合
飼
料
へ
の

1
0
0
％
転
換
、
③
飼
料
の
魚
粉
配
合
率

を
20
％
に
低
減
︱
を
定
め
て
い
ま
す
。

　

サ
ケ
マ
ス
類
の
種
苗
は
す
で
に

1
0
0
％
人
工
種
苗
で
あ
り
、特
に
ニ
ジ
マ

ス
の
種
苗
生
産
は
採
卵
時
期
等
が
完
全
に

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
特
筆
す

べ
き
と
思
い
ま
す
。

　

こ
う
し
て
国
が
養
殖
業
界
を
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
し
て
く
れ
る
こ
と
は
有
難
い
の
で

す
が
、
目
標
達
成
は
関
係
者
の
協
力
無
し

に
は
成
し
得
ず
、
定
め
ら
れ
た
目
標
が
絵

に
描
い
た
餅
に
な
ら
な
い
よ
う
、そ
れ
ぞ
れ

養魚飼料は、信用あるメーカーの
一般社団法人日本養魚飼料協会

〒 136-8511
東京都江東区亀戸 2-35-13
新永ビル 8F
伊藤忠飼料㈱ 水産飼料事業部内
TEL&FAX  03-3636-5574

理事長 八幡  幸二



102号　令和 3 年10月30日　　（ 1 2 ）

【
編
集
室
か
ら
】

　

2
0
2
1
年
に
入
っ
て
も
断
続
的
に
発
出
さ
れ
て
い
た

緊
急
事
態
宣
言
及
び
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
が
、9
月

30
日
を
も
っ
て
全
都
道
府
県
で
解
除
さ
れ
ま
し
た
。
当
協

会
の
ほ
と
ん
ど
の
行
事
は
1
年
以
上
に
わ
た
っ
て
中
止
あ

る
い
は
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、よ
う
や
く
積
極
的

に
活
動
で
き
そ
う
な
雰
囲
気
に
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

11
月
26
日
に
は
、新
潟
県
六
日
町
温
泉
で
第
53
回
養
鱒

振
興
全
国
大
会
を
開
催
予
定
で
す
。
し
ば
ら
く
会
え
ず
に

い
た
皆
様
に
直
に
お
会
い
し
、積
も
り
積
も
っ
た
話
が
で

き
れ
ば
と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

　

皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
機
関
紙
に
じ
ま
す
1
0
2

号
」
を
無
事
、
発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
引
き
続

き
協
会
の
運
営
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長　

武
田　

勝
美

【
最
近
の
活
魚
の
動
向
】

新
型
コ
ロ
ナ
よ
り
も
天
候
不
順
が

大
き
く
影
響

　

2
0
2
1
年
は
こ
れ
ま
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
に

伴
う
緊
急
事
態
宣
言
あ
る
い

は
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置

が
発
出
さ
れ
た
地
域
が
多
く
、

特
に
、東
京
で
は
何
も
発
出
さ

れ
て
い
な
い
日
が
、9
月
30
日

ま
で
に
28
日
し
か
な
い
状
況

だ
っ
た
。

　

と
は
言
え
、三
密
に
な
り
に

く
い
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ス
ポ
ー
ツ

と
し
て
の
釣
り
人
気
は
根
強

く
、こ
う
し
た
規
制
が
行
わ
れ

て
も
、釣
り
場
の
集
客
は
ま
ず

ま
ず
順
調
だ
っ
た
。
活
魚
関

係
者
が「
そ
れ
よ
り
も
天
候
不

順
の
影
響
の
ほ
う
が
大
き
い
」

と
話
す
通
り
、Ｇ
Ｗ
前
後
の
全

国
的
な
強
風
や
大
雨
、
お
盆

前
後
の
西
日
本
を
中
心
と
す

る
大
雨
な
ど
に
よ
り
、客
足
が

落
ち
た
ば
か
り
で
な
く
、河
川

釣
り
場
に
は
被
害
も
生
じ
た
。

　

9
月
上
旬
ま
で
は
雨
の
日

が
多
く
、荷
動
き
は
し
ば
ら
く

停
滞
し
て
い
た
が
、中
旬
以
降

は
天
候
も
回
復
し
、気
温
も
下

が
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
釣
り

場
へ
の
客
足
が
伸
び
、活
魚
需

要
が
急
増
し
て
い
る
。
9
月

30
日
を
も
っ
て
、緊
急
事
態
宣

言
及
び
ま
ん
延
防
止
等
重
点

措
置
が
す
べ
て
解
除
さ
れ
、

人
々
が
積
極
的
に
外
出
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、ニ
ジ
マ
ス
に
か
な
り
の
品

薄
感
が
出
て
い
る
模
様
。

【
ニ
ジ
マ
ス
鮮
魚
の
動
向
】

　

2
0
2
1
年
1
〜
8
月
の

富
士
養
鱒
漁
協
の
鮮
魚
取
扱

い
量
は
約
90
ｔ
（
前
年
比

87
％
）。
下
図
の
通
り
、
4
月

ま
で
は
前
年
同
月
を
上
回
っ

て
い
た
が
、5
月
以
降
は
マ
イ

ナ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
一
方
、

平
均
単
価
は
7
7
1
円
／
㎏

（
同
1
0
5
％
）
と
、
前
年

（
7
3
6
円
／
㎏
）を
上
回
っ

て
推
移
し
て
い
る
。

　
「
巣
ご
も
り
需
要
」に
よ
る

量
販
店
で
の
鮮
魚
販
売
は
引

き
続
き
堅
調
だ
っ
た
も
の
の
、

生
産
不
調
の
養
魚
場
も
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
数
量
を
抑
え

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
秋
に

入
っ
て
活
魚
が
不
足
気
味
と

も
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
鮮
魚

に
つ
い
て
は
年
内
は
価
格
維

持
を
優
先
か
。

取
扱
い
量（
t）

平
均
単
価（
円
/k
g
）

2021年取扱い量
2020年平均単価

2021年平均単価

2020年取扱い量

富士養鱒漁業協同組合のニジマス取扱い量と平均単価の推移

「第53回養鱒振興全国大会」
の御案内

【開催日時】
令和3年11月26日（金）
大会 13：30〜17：00
情報交換会 18：30〜20：30

【会場】
六日町温泉 ホテル坂

さかどじょう

戸城
〒949‐6611
新潟県南魚沼市坂戸292‐5
TEL 025‐773‐3333
http://www.sakadojo.com

［講演］
・新潟県内水面水産試験場魚沼支場

主任研究員/小林 健一郎氏

・新潟食糧農業大学 食糧産業学部
 食糧産業学科 教授/鈴木 孝男氏

・山梨県水産技術センター 忍野支所
主任研究員/三浦 正之氏


